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二
五
、
涜
渓
沙

四
十

二
字

沙

一
作
紗

又
作
涜
紗
渓

又
名
小
庭
花

隻
調

凡
二
膿
今
録

一

(同
第
三
九
集
)

θ
●
○
○
●
●
○
韻
θ
○
θ
●
●
○
○
叶
0
0
0
●
●
○
○
叶

Q
●
●
○
○
●
●
句
θ
○
○
●
●
○
○
叶

●
○
○
●
●
○
○
叶

詞

唐

張
曙

枕
障
薫
煽
冷
繍
帷
。
二
年
終
日
雨
相
思
。
杏
花
明
月
始
鷹
知
。

天
上
人
閲
何
虞
去
。
奮
惟
新
夢
覧
來
時
。
黄
昏
微
雨
書
簾

垂
。

萬
樹

『詞
律
』
(巻
三
)
は
、
「涜
漢
沙
」
の
作
例
と
し
て
、
こ
の
張
曙
詞
と
南
唐
後
主

(李
燈
)
の

「紅
日
已
高
三
丈
透
」

詞

の
二
禮
を
掲
げ

て
い
る
。
李
燈
の
詞
は
、
『詞
律
』
に

「用
灰
韻
、
後
起
亦
叶
」
と
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
六
句
す
べ
て
に
灰

聲
韻
を
用

い
る
特
殊
な
形
式
で
あ
り
、
竹
硬
は
よ
り

一
般
的
な
詞
膿
で
あ
る
張
曙
詞
の
髄
を
採

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
平
灰
式
は

　

す
べ
て

『詞
律
』
と
同
じ
。
た
だ
別
名
に
關
す
る
記
載
は

『詞
律
』
「涜
漢
沙
」
項

に
は
見
え
な
い
。
直
後

の

「灘
破
涜
漢
沙
」

項
に

「按
調
名
沙
字
、
與
浪
淘
沙
不
同
、
義
鷹
作
紗
、
或
又
作
涜
沙
漢
、
則
尤
當
爲
紗
、
今
姑
価
諸
刻
」
と
の
記
載
が
見
え
る
。

『欽
定
詞
譜
』

(巻
四
、
「涜
漢
沙
」
)
は
、
韓
握

「宿
醇
離
愁
慢
髪
髪
」
詞

・
酵
昭
慈

「紅
蓼
渡
頭
秋
正
雨
」
詞

・
孫
光
憲

「風

撚
芳
菲
満
院
香
」
詞

・
顧
隻

「紅
繭
香
寒
翠
渚
平
」
詞

・
李
燈

「紅
日
已
高
三
丈
透
」
詞

の
五
禮
を
録
し
、
別
名
と
し
て

「小

庭
花
」
「減
字
涜
漢
沙
」
「満
院
春
」
「東
風
寒
」
「醇
木
犀
」
「霜
菊
黄
」
「廣
寒
枝
」
「試
香
羅
」
「清
和
風
」
「怨
喘
鵤
」
の
十
種

を
學
げ
る
。
ま
た

『歴
代
詩
鯨
』
(巻
六
)
は
、
詞
牌
下
に

「沙
或
作
紗
、
或
名
涜
紗
漢
、

一
名
小
庭
花
、

一
名
渦
院
春
、

一
名
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廣
寒
秋
、

一
名
霜
菊
黄
、

一
名
踏
花
天
、
讐
調
四
十
二
字
L
と
註
し
て
い
る
。
森
川
竹
硬
が

「沙

一
作
紗

又
作
洗
紗
漢

又

名
小
庭
花
」
と
述

べ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
の
記
載
に
嫁

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「小
庭
花
」
以
外
の
別
名
を
採
録
し
な
か

っ

　

た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
不
要

の
も
の
と
見
な
し
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
後
の

『詞
律
大
成
』

(巻
三
)
に
お
い

て
も
竹
硬
は
、
「涜
漢
沙
」
詞
牌
下
註

に

「
四
十
二
字

沙
或
作
紗

又
名
洗
紗
漢

小
庭
花
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。
な
お
、

『詞
律
大
成
』
で
は

『詞
律
』
の
二
膿

の
他
に
、
『欽
定
詞
譜
』
と
同
じ
孫
光
憲
四
十
四
字
髄
と
顧
隻
四
十

六
字
髄
と
を
補
艦

に

録
し
、
醇
昭
纏
髄
は
首
句
に
韻
を
起
こ
さ
な
い
膣
と
し
て
張
曙
禮
の
註

に
言
及
す
る
に
と
ど
め
、
簡
要
を
得
た
禮
裁
と
な

っ
て

い
る
。

二
六
、
擁
破
涜
渓
沙

四
十
八
字

又
名
山
花
子

隻
調

(同
第

三
九
集
)

0
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θ
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叶
θ
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Q
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O
θ
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θ
●
○
○
○
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●
句
0
0
0

●
●
○
○
叶
○
●
θ

○
○
●
●
句
●
○
○
叶

詞

南
唐

中
宗

菌
醤
香
消
翠
葉
残
。
西
風
愁
起
緑
波
間
。
還
與
詔
光
共
顛
頼
。
不
堪
看
。

細
雨
夢
同
難
塞
遠
。
小
縷
吹
徹
玉
笙
寒
。
多
少
泪

珠
何
限
恨
。
椅
關
干
。

前
段
第

三
句
。
作
Q
●
○
○
●
○
●
。
或
作
○
●
θ
○
○
●
●
。
決
不
可
濫
填
也
。

第

一
句

「
香
沿
」
は
、
『鴎
夢
新
誌
』

(第
三
九
集
)
で
は

「香
錆
」
に
作

っ
て
い
る
が
、
「正
誤
」
(同

第
六
五
集
)
に
よ

っ

て
改
め
た
。
『詞
律
』
(巻
三
)
も

「灘
破
涜
漢
沙
」
の
作
例
と
し
て
同
じ
南
唐
元
宗

(中
宗
、
李
環
)
詞

を
學
げ
る
が
、
第

一

句
を

「菌
茗
香
錆
翠
葉
残
」
に
作

っ
て
い
る
。
こ
れ
を
竹
硬
は

「正
誤
」
の
中

で
わ
ざ
わ
ざ

「香
消
」
と
訂
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
何
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
か
は
よ
く
分
か
ら
な
い
。
王
仲
聞
『南
唐
二
主
詞
校
訂
』
(人
民
文
學
出
版
肚
、
一
九
五
七
)
、
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唐
安
泰

『李
環
李
爆
詞
』

(人
民
文
學
出
版
杜
、

一
九
五
八
)
や
張
璋

・
黄
余
田
編

『全
唐
五
代
詞
』

(上
海
古
籍
出
版
杜

一
九

八
六
)
を
検
し
て
も
、
「香
錆
」
と
の
み
作
り
、
諸
本

の
異
同
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
管
見
の
お
よ
ぶ
範
園
で
は
、
『歴
代

詩
鯨
』
(省

一
八

「南
唐
涜
漢
紗
」
)
が

「香
清
」
と
な

っ
て
お
り
、
竹
硬
が
こ
れ
に
從

っ
た
可
能
性
も
あ

る
。
別
名
に
つ
い
て

「又
名
山
花
子
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
『詞
律
』
と
同
じ
。
詞
牌
名
に
關
し
て
、
萬
樹
は

「此
調
本
以
涜
漢
沙
原
調
結
句
、
破

七
字
爲
十
字
、
故
名
灘
破
涜
漢
沙
、
後
又
男
名
山
花
子
耳
、
後
人
因
李
主
此
詞
、
細
雨
小
櫻
二
句
、
膳
爽
千
古
、
寛
名
爲
南
唐

涜
漢
沙
、
然
則
唐
詞
沿
至
宋
人
、
改
新
調
而
傍
奮
名
者
甚
多
、
如
喜
遷
鶯
長
相
思
之
類
、
皆
添
字
成
調
、
量
可
名
北
宋
喜
遷
鶯
、

北
宋
長
相
思
耶
」
と
論
じ
、
「南
唐
涜
漢
沙
」
と
い
う
名
稻
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
『歴
代
詩
鯨
』

(巻

一
八
)
は
そ
の

　

「南
唐
涜
漢
紗
」
を
正
名
と
し
て
李
環
詞
以
下
す
べ
て
三
四
首
の
作
品
を
載
録
し
て
い
る
。

一
方

『欽
定
詞
譜
』

(巻
七
)
は
、

「山
花
子
」
を
詞
牌
名
に
掲
げ
て

「南
唐
涜
漢
沙
」
「添
字
涜
漢
沙
」
「灘
破
洗
漢
沙
」
「感
恩
多
令
」
の
四
種
を
別
名
と
し
て
い

る
。
平
灰
式
に
つ
い
て
も

「詞
法
小
論
」
は

『詞
律
』
と
ほ
ぼ
同
じ
い
が
、
前
関
第

二
句
第
三
字
を

「O
」
と
し
て
い
る
鮎
が

異
な

っ
て
い
る
。
第
二
句
に
つ
い
て

『欽
定
詞
譜
』
は
、
「和
凝
詞

(中
略
)
第

二
句
、
水
紋
箪
冷
書
屏
涼
、
水
字
箪
字
倶
灰
聲
」

と
註
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
竹
硬
も
こ
の
和
凝
詞

(首
句

「銀
字
笙
寒
調
正
長
」
、
『花
問
集
』
巻
六
所
牧
)
に
嫁

っ
て

「
●
」

と
改
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
末
尾
の

「前
段
第
三
句
。
作
○
●
○
○
●
○
●
。
或
作
○
●
θ
○
○
●
●
。
決
不
可
濫
填
也
」
と
い

う
註
は
、
い
ず
れ
の
詞
譜
に
も
類
似
の
表
現
を
見
る
こ
と
が
で
き
ず
、
竹
硬
が
填
詞
者

の
た
め
に
附
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

實
際
の
作
例
を
丹
念

に
調
査
し
た
結
果
で
あ
り
、
若

い
竹
硬
の
研
鐙
の
　
を
窺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『詞
律
大
成
』

(巻
三
)

で
は
、
「此
調
、
萬
氏
録
李
環
菌
菖
香
錆
詞
、
今
改
之
」
と
註
し
て
、
李
環
の
別
の

一
首

(首
句

「手
巻
眞

珠
上
玉
鉤
」)
を
録

し
、
「
又
名
山
花
子
、
感
恩
多
令
」
と
述

べ
て

「南
唐
涜
漢
沙
」
や

『欽
定
詞
譜
』
が

「梅
苑
名
添
字
涜
漢
沙
」
と
紹
介
し
た

「添

字
涜
漢
沙
」
の
別
名
を
採

っ
て
い
な
い
。
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二
七
、
清
商
怨

四
十
二
字

又
名
傷
情
怨

讐
調

凡
三
膿
今
録

一

(同
第
三
九
集
)

○
○
○
●
●
●
韻
●
●
○
○
●
叶
●
●
○
○
句
○
○
○
●
●
叶

○
○
○
●
●
●
叶
●
●
0
豆
0
0
0
●
叶
●
●
○
○
句
○
○

○
●
●
叶

詞

宋

曼
幾
道

庭
花
香
信
尚
淺
。
最
玉
櫻
先
暖
。
夢
畳
香
A表
。
江
南
依
奮
遠
。

廻
文
錦
字
暗
勢
。
護
寄
與
、
也
磨
婦
晩

。
要
問
相
思
。
天
涯

猶
自
短
。

前
段
第
二
句
上

一
字
領
下
四
字
。
後
段
第
二
句
上
三
下
四
句
法
。
填
此
亦
須
句
法
依
此
。
不
可
濫
填
也
。
錦
字

上
聲
。
借
以
作
平
。

『詞
律
』

(巻
三
)
に
は
、
曼
幾
道
四
十
二
字
艦

(首
句

「庭
花
香
信
尚
淺
」
)、
沈
會
宗

四
十
三
字
髄

(首
句

「城
上
鴉
喘
斗

韓
」
)、
曼
殊
四
十
三
字
髄

(首
句

「關
河
愁
思
望
庭
満
」
)
の
三
髄
を
牧
め
て
い
る
が
、

こ
の
う
ち
竹
硬
は
曼
幾
道

の
四
十
二
字

髄
を
録
し
て
い
る
。
た
だ
前
関
第
四
句
を
、

『詞
律
』
は

「江
南
依
夢
遠
」
に
作
る
が
、
「詞
法
小
論
」
で
は

「江
南
依
蕾
遠
」

　

に
改
め
て
い
る
。
『歴
代
詩
鯨
』
(巻
八
)
が

「江
南
依
奮
遠
」
に
作

っ
て
お
り
、
竹
硬
は
こ
れ
に
從

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
別

名
の
記
載
は

『詞
律
』
と
同
じ
。
平
灰
式
も
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
後
関
末
句
第

一
字
を
竹
硬
は

「Q
」

と
記
し
て
い
る
。
こ

れ
は
竹
硬
が
諸
作
品
を
通
覧
し
て
得
た
猫
自

の
見
解
で
あ
ろ
う
。
今
、
唐
圭
璋
編

『全
宋
詞
』

(香
港
中
華

書
局
、

一
九
七
七
)

を
検
し
て
み
る
と
、
陸
游
の

「清
商
怨
」
詞

(首
句

「江
頭
日
暮
痛
飲
」、
第
三
冊
、

一
五
八
六
頁
)
が
後
関
末
句
を

「緑
雲
堆

一
枕
」
に
作
り
、
ま
た
仇
遠

「清
商
怨
」
詞

(首
句

「黄
花
丹
葉
紺
草
」
、
第
五
冊
、
三
四
〇
二
頁
)
も

「
玉
關
人
未
老
」
と
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も

「灰
平
平
灰
灰
」
の
句
式

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
例
を
勘
案
し
て
竹
硬
は

「
可
灰
」
の
圏
黙
を
附
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
『欽
定
詞
譜
』
(巻
四
)
は
、
四
十
二
字
髄

の
作
例
と
し
て
周
邦
彦

「枝
頭
風
信
漸
小
」
詞
を
引
き
、
白
圏
黒
圏

の
み
で
半
白
半
黒
圏
は
全
く
附
し
て
い
な

い
。
さ
ら
に
周
詞
の
後
に
「曇
幾
道
、
方
千
里
、
楊
澤
民
、
陳
允
平
詞
、
皆
與
此
同
」

と
註
記
し
て
い
る
が
、
曼
幾
道
詞
と
比
較
し
て
も
、
前
関
末
句
を
曼
詞
が

「平
平
平
灰
灰
」
と
作

っ
て
い
る
の
に
封
し
て
周
詞



人 文 研 究 第96輯292(5)

は

「閉
門
牧
晩
照

(灰
平
平
灰
灰
)
」
に
作
り
、
ま
た
後
関
第
二
句
に
つ
い
て
も
曼
幾
道
詞
は

「灰
灰
灰

・灰
平
平
灰
」
で
あ
る

が
周
詞
は

「信
未
通

・
愁
已
先
到

(灰
灰
平

・
平
灰
平
灰
)
」
と
な

っ
て
お
り
、
『欽
定
詞
譜
』
が

「皆
與

此
同
」
と
述

べ
る
の

は
、
甚
だ
不
備

で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
別
名
に
つ
い
て

『欽
定
詞
譜
』
は
、
「古
樂
府
有
清
商
曲
辮
、
其
音
多
哀

怨
、
故
取
以
爲
名
、
周
邦
彦
以
曼
詞
有
關
河
愁
思
句
、
更
名
關
河
令
、
又
名
傷
情
怨
」
と
述

べ
て
い
る
。

「關
河
令
」
の
名
は
、

『欽
定
詞
譜
』
も
説
く
ご
と
く
嬰
殊
詞

の
首
句

「關
河
愁
思
望
庭
満
」
に
因
む
も

の
で
、
萬
樹
は
曼
殊
四
十

三
字
艦
の
別
名
と
し

　

て
學
げ

て
い
る
。
『全
宋
詞
』
中

で

「關
河
令
」
と
題
す
る
詞
は
、
周
邦
彦

「秋
陰
時
晴
漸
向
瞑
」
詞

(第

二
冊
、
六
二
六
頁
)、

趙
師
侠

「亭
皐
霜
重
飛
葉
瀧
」
詞

(第
三
朋
、
二
〇
九
三
頁
)
、
同

「江
頭
伊
軋
動
柔
櫓
」
詞

(同
、
二
〇
九
四
頁
)
の
三
首
で

　

あ
る
が
、

い
ず
れ
も
第

一
句
を
七
字
に
作
る
四
十
三
字
艦
で
あ
り
、
萬
樹
の
説

の
よ
う
に

「
關
河
令
」
を
曼
殊
四
十
三
字
膣
の

別
名
と
考
え
る
の
が
妥
當
で
あ
ろ
う
。
『歴
代
詩
鯨
』
が

「清
商
怨
」
四
十
二
字
髄

(巻
八
)
と
四
十
三
字
髄

(巻
八
)
と
を
別

項

に
立
て
、
四
十
三
字
髄

の
項
に
曇
殊

「關
河
愁
思
望
庭
満
」
詞
や
周
邦
彦

「秋
陰
時
作
漸
向
瞑
」
詞
を
録
し
て
い
る
の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
四
十
二
字
髄
の
詞
牌
下
註
に

「奮
樂
府
有
清
商
曲
、
唐
舞
曲
有
清
商
伎
、
其
聲
最
凄
椀
、

調
名
以
此
、
又
名
傷

情
怨
、
又
名
關
河
令
、
蔓
調
四
十
二
字
」
と
言
う
の
は
誤
り
と
す
べ
き
で
あ
る
。
「前
段
第
二
句
上

一
字
領

下
四
字
。
後
段
第
二

句
上
三
下
四
句
法
。
填
此
亦
須
句
法
依
此
。
不
可
濫
填
也
。
錦
字
上
聲
。
借
以
作
平
。
」
と
い
う
註
は
、

『欽
定
詞
譜
』
周
邦
彦

膣

の
註

「但
此
調
前
段
第

二
句
五
字
、
例
須
上

一
下
四
句
法
、
曼
趙
方
楊
、
莫
不
皆
然
」
と

『詞
律
』

の

「錦
字
、
上
聲
可
借

作
平
、
不
可
用
去
聲
也
」
と
い
う
記
述

に
檬

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「詞
法
小
論
」
は
、
「
一
般
初
學
の
徒

の
た
め
に
填
詞
の
作

法
を
読

い
た
も
の
」

(神
田
喜

一
郎
博
士

『日
本
に
お
け
る
中
國
文
學
H
』、
神
田
宣
三

郎
全
集
第
七
巻
所

牧
、
同
朋
舎
出
版
、

一
九
八
六
)
と
い
う
側
面
を
強
く
持

っ
て
お
り
、
こ
の
註
も
そ
の
よ
う
な
目
的

の
た
め
に
附
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
森
川
竹
硬

は

「詞
法
小
論
」
の
践

(『鵬
夢
新
誌
』
第
六
五
集
)
に
お
い
て
も

「句
格
者
、
如
五
字
句
、
或
與
詩
相
同
、
或
上

一
下
四
、
七

字
句
、
或
與
詩
相
同
、
或
上
三
下
四
、
是
也
、
皆
可
用
諸
定
庭
、
不
可
濱
填
」
と
述
べ
て
い
る
。
『詞
律
大
成
』

(巻
三
)
は
、
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『詞
律
』
と
同
じ
三
膣
を
學
げ
、

　

と

の

み

記

し

て

い
る

。

四
十
二
字
腱
前
関
第
二
句
に

つ
い
て
は
「陳
允
平
詞
、
前
第
二
句
、
用
籏
菊

都
荒
了
、
句
法
異
」

詞法小論小箋(四)

二
八
ー

a
、
霜
天
曉
角

四
十
三
字

又
名
月
當
聰

墜
調

凡
六
膿
今
録
二

(同
第

四
〇
集
)

○
0
0
●
韻
θ
●
○
○
●
叶
Q
●
θ
○
○
●
句
○
○
●
豆
○
○
●
叶

○
○
○
●
●
叶
θ
○
○
●
●
叶
○
●
●
○
○
●
句
θ
θ

●
豆
○
○
●
叶

詞

宋

辛
棄
疾

呉
頭
楚
尾
。

一
樟
人
千
里
。
休
説
奮
愁
新
恨
。
長
亭
樹
、
今
如
此
。

官
途
吾
倦
　
。
玉
人
留
我
酔
。
明
日
落
花
寒
食
。
得
且

住
、
爲
佳
耳
。

後
起
五
字
或
作
●
●
叶
○
●
●
叶

引
用
詞
、
別
名
、
と
も
に

『詞
律
』

(巻
三
)
と
同
。
竹
硬
が

「凡
六
髄
」
と
し
て
い
る
の
も
、
『詞
律
』
に
こ
の
辛
棄
疾
詞

以
下
、
趙
長
卿
四
十
三
字
艦

(首
句

「雪
花
飛
歓
」
)、
蒋
捷
四
十
三
字
髄

(首
句

「人
影
牌
紗
」)
、
黄
幾

四
十
三
字
艦

(首
句

「玉
祭
泳
寒
」
)、
趙
長
卿
四
十
四
字
髄

(首
句

「閤
児
幽
静
庭
」)
、
程
核
四
十
四
字
髄

(首
句

「幾
夜
項
窩
掲
」
)
の
六
膣
を
掲

げ

て
い
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
平
灰
に
つ
い
て
、
萬
樹
は
後
関
第

一
句
第
二
字

「途
」
の
左

に

「可
灰
叶
」
と
註
し
、
「
二
.

三
.
」
の
二
句

に
分
か
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
竹
硬
は
こ
の
貼
を
末
尾

に

「後
起

五
字
或
作
●
●
叶
○

●
●
叶
」
と
述

べ
、
圏
鮎
で
の
記
載
を
省
略
し
て
い
る
。
『詞
律
』
は
、
詞
牌
名
に
關
し
て

「
而
圖
譜
又
改
調
名
作
月
當
廉
、
吾

不
知
霜
天
曉
角
四
字
、
有
何
不
佳
而
必
改
之
也
、
況
東
澤
寓
名
月
當
窩
、
非
廉
字
、
且
月
當
廉
自
有
正
調

」
と
論
じ
、
清

・
頼

以
邪

『填
詞
圖
譜
』

(巻

一
、
『詞
學
全
書
』
所
牧
本
)
の
杜
撰
を
痛
烈
に
批
判
し
て
い
る
。
別
名
の

「月
當
窩
」
は
、
萬
樹
も

言
う
よ
う
に
宋

・
張
輯

(字
宗
瑞
、
號
東
澤
)
が
名
づ
け
た
も

の
で
、
詞

(首
句

「看
朱
成
碧
」
、
『全
宋

詞
』
第
四
冊
、
二
五



人 文 研 究 第96輯290(7)

五
二
頁
)
中
後
関
末
句
の

』

片
月
、
當
窩
白
L
に
基
づ

い
て
い
る
。
『欽
定
詞
譜
』
(巻
四
)
は
、
「霜
天
曉
角
」
の
作
例

に
す

べ
て
九
膣
を
學
げ
、
辛
棄
疾

の

「呉
頭
楚
尾
」
詞
も
林
適

「泳
清
霜
潔
」
詞
と
と
も
に
正
髄
と
し
て
載
録

さ
れ
て
い
る
。
た
だ

『欽
定
詞
譜
』
は
、
後
関
起
句

「官
途
吾
倦
　
」
に

「0
0
0
θ
●
」
と
圏
鮎
を
附
し
、
他
は
詞
の
文
字
に
合
わ
せ
た
白
圏
黒
圏

を
傍
記
す
る
の
み
で
、
『詞
律
』
と
比

べ
て
著
し
く
簡

に
過
ぎ
た
も
の
と
な

っ
て
い
る
。
森
川
竹
硬
は
『詞
律
大
成
』
(「議
凡
」
・

　

「鯨
論
」)
の
中
で
、
『欽
定
詞
譜
』
の
半
白
半
黒
圏
の
多
さ
を
嚴
し
く
批
判
し
て
い
る
が
、

一
方

で

『欽
定
詞
譜
』
が
、
前

「清

商
怨
」
條
に
も
見
え
る
通
り
、
半
白
半
黒
と
す
べ
き
と
こ
ろ
を
改
め
ず
、
何
ら
校
訂
を
纒
て
い
な
い
か
の
ご
と
く
た
だ
作
例
の

平
灰
の
み
を
附
し
て
い
る
例
が
多

い
こ
と
も
、
我
々
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
別
名

に
つ
い
て

『欽
定
詞
譜
』
は
、
「月

　

當
窩
」
の
他
に

「踏
月
」
「長
橋
月
」
の
名
を
學
げ
る
。
『詞
律
大
成
』
(巻
三
)
も
別
名
は

「月
當
窩
」
「長
橋
月
」
「踏
月
」
と

す
る
が
、
作
例
は
辛
棄
疾
詞
に
代
え
て
韓
元
吉

「衙
天
絶
壁
」
詞
を
載
せ
て
い
る
。

二
八
l
b
、
霜
天
曉
角

四
十
三
字

隻
調

(同
第
四
〇
集
)

○
●
○
○
韻
θ
○
○
●
○
叶
θ
●
○
○
●
●
句
○
θ
●
豆
●
○
○
叶

○
○
叶
○
●
○
叶
θ
○
○
●
○
叶

θ
●
●
○
○
●
句
○

θ
●
豆
●
○
○
叶

詞

宋

蒋
捷

人
影
聰
紗
。
是
誰
來
折
花
。
折
則
從
他
折
去
。
知
折
去
、
向
誰
家
。

籍
牙
。
枝
最
佳
。
折
時
高
折
些
。
読
與
折
花
人
道
。
須

括
向
、
岳
邊
斜
。

後
起
五
字
或
作
θ
○
○
●
○
叶

前
條

の
膣
と
同
字
敷
だ
が
、
平
韻
を
用

い
る
禮
で
あ
る
。
句
式
、
引
用
詞
は

『詞
律
』

(巻
三
)
と
同
じ
。
だ
が

『詞
律
』
が

「
可
平
」
「可
灰
」
の
傍
註
を
全
く
施
し
て
い
な

い
の
に
封
し
て
、
竹
硬
は
す
べ
て
九
箇
所
に

「O
」
「O
」
の
圏
黙
を
加
え
て
い
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る
。
『欽
定
詞
譜
』

(巻
四
)
も
同
じ
蒋
捷
詞
を
學
げ

る
が
、
や
は
り
詞
の
文
字
通
り
の
黒
白
圏
し
か
附
さ
れ
て
い
な
い
。
竹
硬

が

「●
」
「θ
」
を
記
し
て
い
る
の
は
、
竹
硬
自
身

の
調
査
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
諸
作
の
平
灰
の
状
況
を
調
べ
、
各
句

の
句
式
を
考
察
し
た
結
果

で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

一
例
を
學
げ
れ
ば
、
後
関
第
三
句
は
蒋
捷
の
作
例

で
は

「灰
平
平
灰
平
」

で
あ
る
が
、
宋
・曹
冠
の

「霜
天
曉
角
」
詞
二
首

(首
句

「小
雨
濠
濠
」、
「浦
淑
凝
煙
」
詞
、
『全
宋
詞
』
第
三
冊
、

一
五
三
三

頁
)
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「晴
霞
映
晩
紅

(平
平
灰
灰
平
)
」
「香
風
襲
綺
鑓

(平
平
灰
灰
平
)
」
と
な

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
考
慮
す

れ
ば

「0
0
θ
●
O
」
と
い
う
句
式
が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
神
田
喜

一
郎
博
士
は
、
「詞
法
小
論

」
執
筆
當
時

の
森
川

竹
硬
を

「
五
代
爾
宋
の
詞
も
砥
に
護
ん
で
ゐ
な

い
少
年

で
は
な

い
か
」
(神
田
博
士
前
掲
書
)
と
酷
評
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
例
を
見
る
と
、
逆

に
青
年
竹
硬
が
相
當
な
讃
書
を
積
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
、
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
の
で

あ
る
。

二
九
、
ト
算
子

四
十
四
字

又
名
百
尺
棲

隻
調

凡
七
髄
今
録

一

(同
第
四
〇
集
)

●
●
●
○
○
句
○
●
○
○
●
韻
θ
●
○
○
●
●
○
句
○
●
○
○
●
叶

θ
●
●
○
○
句
○
●
○
○
●
叶
θ
●
○
○
●
●
○
句
●

●
○
○
●
叶

詞

宋

秦
観

春
透
水
波
明
。
寒
哨
花
枝
痩
。
極
目
煙
中
百
尺
縷
。
人
在
櫻
中
否
。

四
和
臭
金
髭
。
隻
陸
思
繊
手
。
擬
情
東
風
涜
此
情
。
情

更
濃
如
酒
。

『詞
律
』

(巻
三
)
は

「
卜
算
子
」
の
作
例
と
し
て
、
蘇
載
四
十
四
字
髄

(「訣
月
控
疏
桐
」
詞
)
、
石
孝
友

四
十
四
字
禮

(「
見

也
如
何
暮
」
詞
)
、
徐
傭
四
十
五
字
髄

(「胸
中
千
種
愁
」
詞
)、
黄
公
度
四
十
五
字
禮

(「薄
宙
各
東
西
」
詞

)、
黄
庭
堅
四
十
六

字
禮

(「要
見
不
得
見
」
詞
)
、
杜
安
世
四
十
六
字
禮

(「樽
前

一
曲
歌
」
詞
)、
杜
安
世
四
十
六
字
膣

(「深
院
花
鋪
地
」
詞
)
の
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計
七
膣
を
載
録
し
て
い
る
。
四
十
四
字
髄
前
後
関
爾
灰
韻
の
髄
と
し
て
は
、
蘇
載

「鉄
月
挫
疏
桐
」
詞
が
學
げ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、

こ
れ
を
竹
硬
は
秦
観

「春
透
水
波
明
」
詞
に
攣
更
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が

「春
透
水
波

明
」
詞
を
秦
観
の
作

と
す
る
の
は
竹
硬
の
誤
り
で
、
宋
・黄
昇

『唐
宋
諸
賢
絶
妙
詞
選
』

(巻
四
、
四
部
叢
刊
本
)
に
見
え
る
よ
う
に
秦
湛

の
作
品
と

す
べ
き
で
あ
る
。
清
・頼
以
邪

『填
詞
圖
譜
』
(巻

】
、
「百
尺
櫻
第

】
禮
」)
が
秦
観
の
詞
と
し
て

「春
透
水

波
明
」
詞
を
引
き
、

『詞
律
』
に
別
名

「百
尺
櫻
」
の
由
來
を
述
べ
て

「
因
秦
詞
極
目
煙
中
百
尺
櫻
、
故
巧
名
百
尺
櫻
」
と
言

っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
秦
観
の
作
と
誤
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
作
例
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
前
関
第

一
句
第

一
字
、
第
二
句
第

一
字
、
第

四
句
第

一
字
、
後
関
第
二
句
第

一
字
、
第
四
句
第

一
字
が

「
可
平
」
か
ら

「θ
」
に
、
前
関
第
三
句
第

一
字
、
後
関
第

一
句
第

一
字
が

「可
灰
」
か
ら

「O
」
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
ら
れ
て
い
る
。
『欽
定
詞
譜
』

(巻
五
)
も

「ト
算
子
」

に
七
禮
を
録
し
、
作

例
も

『詞
律
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、
杜
安
世

「樽
前

一
曲
歌
」
詞
に
代
え
て
張
先

「夢
短
寒
夜
長
」
詞
を
引

い
て
い
る
。

ま
た
、
花
草
粋
編
無
名
氏
四
十
六
字
髄

(「幽
花
帯
露
紅
」
詞
)
を
追
加
す
る
と
と
も
に
、
前
後
関
起
句
末

字
が
灰
聲

で
あ
り
な

が
ら
叶
韻
で
は
な
い
髄
で
あ
る
黄
庭
堅

「要
見
不
得
見
」
詞
に
つ
い
て
は
註
中

に
言
及
す
る
に
と
ど
め

「
因
誰
詞
不
録
」
と
し

　

て
い
る
。
「
一
六
l
b
、
江
城
子
」
條
で
も
燭
れ
た
よ
う
に
、
『欽
定
詞
譜
』
は
、
當
然
又
禮
に
備
え
る
べ
き
詞
膣
で
あ

っ
て
も
、

鄙
偲
譜
誰

に
わ
た
る
詞

の
場
合
は
作
例
を
學
げ
な
い
と
い
う
選
録
態
度
を
と

っ
て
お
り
、
後
に
竹
硬
は
こ
れ
を
嚴
し
く
批
判
し

　

て
い
る
。
な
お

『欽
定
詞
譜
』
が
掲
げ
る
別
名
は
、
「鉄
月
控
疎
桐
」
「百
尺
櫻
」
「楚
天
遙
」
「眉
峯
碧
」
の
四
種
。
『詞
律
大
成
』

(巻
三
)
で
は
、
蘇
載

「鉄
月
桂
疏
桐
」
詞
を
録
し
て

『詞
律
』
の
薔
に
復
し
て
い
る
が
、
石
孝
友

「見
也
如
何
暮
」
詞
と
黄
庭

堅

「要
見
不
得
見
」
詞
を
剛
り
、
『欽
定
詞
譜
』
に
引
く
花
草
粋
編
無
名
氏
詞
と
玉
照
新
志
無
名
氏
四
十
七
字
膣

(「盛
破
眉
峯

碧
」
詞
)
と
を
補
髄
と
し
て
、
や
は
り
計
七
禮
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
別
名

に
關
し
て
は
、
蘇
載
詞
の
詞

牌
下
に

「
又
名
百
尺

櫻
」、
玉
照
新
志
無
名
氏
詞
に

「又
名
眉
峯
碧
」
と
註
記
し
て
い
る
。
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三
〇
、
後
庭
花

四
十
四
字

或
作
玉
樹
後
庭
花

隻
調

凡
三
膿
今
録

一

(同
第
四
二
集
)

○
○
θ
●
○
○
●
韻
●
○
○
●
叶
θ
○
○
●
○
○
●
叶
●
○
○
●
叶

Q
O
θ
●
○
○
●
叶
●
○
○
●
叶

○
○
○
●
○
○
●
叶

●
○
○
●
叶

詞

五
代

毛
文
錫

輕
盈
舞
妓
含
芳
盤
。
競
粧
新
瞼
。
歩
揺
珠
翠
修
峨
敏
。
賦
髪
雲
染
。

歌
聲
慢
獲
開
檀
鮎
。
繍
杉
斜
掩
。
時
將
繊
手
句
紅
瞼
。

笑
拮
金
竪
。

平
灰
式
、
引
用
詞
い
ず
れ
も

『詞
律
』

(巻
四
)
と
同
じ
。
前
関
第
三
句

「修
峨
敏
」
は
、
『詞
律
』
で
は

「修
蛾
敏
」
に
作

っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は

「詞
法
小
論
」
の
誤
植
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
『詞
律
大
成
』

(巻
三
)
に
お
い
て
も
竹
硬
は
同
じ
毛
文
錫

詞
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
「蛾
」
字

に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
『詞
律
』
は
、
こ
の
毛
文
錫

「輕
盈
舞
妓
含
芳
盤
」
詞
の
他

に
、
孫

光
憲
四
十
六
字
膣

(「景
陽
鐘
動
宮
鶯
嚇
」
詞
)
と
孫
光
憲
四
十
六
字
髄

(「
石
城
依
奮
空
江
國
」
詞
)
の
計
三
髄
を
録
し
て
い

る
。
詞
牌
下
註

に

「凡
三
艦
今
録

一
」
と
記
し
て
い
る
の
も

『詞
律
』
に
從

っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
だ

「或
作
玉
樹
後
庭
花
」

と
い
う
記
載
は

『詞
律
』

に
見
え
な

い
。
『欽
定
詞
譜
』

(巻
五
)
の

「後
庭
花
」
解
題
に

「唐
教
坊
曲
名
、
張
先
詞
名
玉
樹
後

庭
花
」
と
あ
り
、
お
そ
ら
く
竹
硬
は
こ
れ
に
隷

っ
て

「玉
樹
後
庭
花
」
の
名
を
補

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
『欽
定
詞
譜
』
は
、
『詞

律
』
の
三
艦
の
他
に
張
先
四
十
四
字
髄

(「華
鐙
火
樹
紅
相
醗
」
詞
)
を
載
せ
る
。

こ
の
艦
は
、
文
字
数
は
毛
文
錫
禮
と
同
じ
で

あ
る
が
、
句
式
が
異
な
り
、
「
七
.
四
.
六

五
.

七
.
四
.
六

五
.
」
(.
は
灰
韻
を
示
す
)
と
い
う
形
式
に
な

っ
て
い

る
。
『詞
律
大
成
』
も

『詞
律
』
の
三
艦
に
加
え
て
張
先

「華
鐙
火
樹
紅
相
醗
」
詞
を
補
艦
と
し
て
牧
め
、

『欽
定
詞
譜
』
と
同

様

の
髄
例
と
な

っ
て
い
る
が
、
張
先
詞
前
関
第

一
句
第

一
字
、
後
関
第

一
句
第
三
字
、
第
三
句
第
三
字
に
「可
灰
」、
前
関
第

一

句
第
三
字
、
後
関
第

一
句
第

一
字
に

「可
平
」
と
傍
註
を
附
し
て
お
り
、
『欽
定
詞
譜
』
が
何
も
半
白
半
黒
圏
を
記
し
て
い
な
い

の
に
比
し
て
、

一
歩
を
進
め
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
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三

一
、
巫
山

一
段
雲

四
十
四
字

壁
調

凡
二
髄
今
録

一

(同
第
四
二
集
)

θ
●
○
○
●
句
○
○
θ
●
○
韻
θ
●
○
●
●
○
○
叶
θ
●
●
○
○
叶

○
●
○
○
●
句
○
○
●
●
○
叶
●
○
○
●
●
○
○
叶
●

●
●
○
○
叶

詞

五
代

李
殉

古
廟
依
青
障
。
行
宮
枕
碧
流
。
水
聲
山
色
鎖
粧
櫻
。
往
時
思
悠
悠
。

雲
雨
朝
還
暮
。
煙
花
春
復
秋
。
號

猿
何
必
近
孤
舟
。
行

客
自
多
愁
。

『詞
律
』

(巻
四
)
は
、
李
殉
四
十
四
字
膣
の
他

に
、
唐
昭
宗
四
十
六
字
髄

(「蝶
舞
梨
園
雪
」
詞
)
を
引
く
。
平
灰
式
等
す
べ

て

『詞
律
』
と
同
。
た
だ
し
、
前
関
第
三
句
第
二
字

「聲
」
を

「●
」
と
し
て
い
る
の
は

「詞
法
小
論
」

の
誤
植
で
あ
ろ
う
。

『欽
定
詞
譜
』

(巻
六
)
に
は
計
三
髄
を
牧
め
、
唐
昭
宗

「蝶
舞
梨
園
雪
」
詞
以
外
に
、
唐
昭
宗
の
別
の
四
十
六
字
髄

(「標
紗
雲

間
質
」
詞
)
と
毛
文
錫
四
十
四
字
艦

(「雨
舞
巫
山
上
」
詞
)
を
録
し
て
い
る
。
毛
文
錫

「雨
舞
巫
山
上
」
詞
は
李
殉
詞
と
同
膣

で
あ
る
。
た
だ
平
灰
式
は
、
若
干
異
な

っ
て
い
る
。
昭
宗
の
二
詞
も
ほ
ぼ
同
髄
で
あ
る
が
、
後
録
第
三

・
四
句
の
平
韻
を
前
関

第
二

・
三

・
四
句
の
平
韻
と
同
韻

に
作
る
か
換
韻
す
る
か
の
違

い
が
あ
り
、

こ
の
黙
に
注
目
し
て

『欽
定
詞
譜
』
は
又
髄
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
又
蹉
と
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
『詞
律
大
成
』
(巻

三
)
は
、
李
殉
詞
と
唐
昭
宗

「繧
紗
雲
間
質
」
詞

の
二
髄
を
載
せ
、
唐
昭
宗
詞
註
に

「此
詞
、
前
後
平
韻
偶

互
相
叶
、
不
必
拘
」

と
述

べ
て
い
る
。

註
①

聞
汝
賢
氏
は

『詞
牌
彙
繹
』

(著
者
刊
、

一
九
六
三
)
「涜
漢
沙
」
條
に
お
い
て
、
『詞
律
』
か
ら
の
引
用

と
し
て
、
「『沙
』
或

作

『紗
』
、
或
作
涜
紗
漢
、
又
名
小
庭
花
、
按
此
調
有
首
句
灰
聲
、
次
句
方
用
韻
者
、
如
醇
昭
繧

『紅
蓼
渡
頭
秋
正
雨
』
是
也
、
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然
他
人
無
之
L
と
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
保
滋
堂
康
煕
二
六
年
序
刊
本
に
も
光
緒
二
年
校
刊
本
に
も
こ
の
記
載
は
見
え
ず
、
聞

汝
賢
氏
が
何

に
嫁

っ
て
こ
れ
を
引

い
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。

②

毛
先
飾

『填
詞
名
解
』
(巻

一
、
『詞
學
全
書
』
所
牧
)
に

「涜
漢
沙
、
黄
鍾
之
曲
也
、

一
作
涜
沙
漢
、

一
名
小
庭
花
」
と
の

記
述
が
見
え
、
別
名
と
し
て

「小
庭
花
」
の
名
の
み
を
學
げ
て
い
る
が
、
竹
硬
は

『詞
律
大
成
』
(「護
凡
」
・
「鯨
論
」
)
に
お
け

る

『欽
定
詞
譜
』
批
判

の
中
で

「其
二
、
各
調
解
題
、
或
渉
樂
府
、
或
指
摘
詞
中
字
句
、
亦
毛
先
督
填
詞
名

解
之
亜
」
と
述

べ
、

『填
詞
名
解
』
に
も
批
判
的
な
見
解
を
持

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、

こ
れ
に
橡

っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
拙
稿

「森
川
竹
硬

の

『欽
定
詞
譜
』
批
判

(上
)
」
(小
樽
商
科
大
學

「人
文
研
究
」
第
八
七
輯
所
牧

一
九
九
四
)
参
照
。

③

な
お

『歴
代
詩
鯨
』
(巻

一
八

「南
唐
涜
漢
紗
」
)
詞
牌
下
註
に

「蔓
調
四
十
八
字
、

一
名
山
花
子
、
又
名
灘
破
涜
漢
紗
、
以

灘
破
名
者
、
就
洗
漢
紗
結
句
、
破
七
字
爲
十
字
也
、
稻
南
唐
者
、
以
李
環
詞
細
雨
小
櫻

二
句
、
膳
爽
人
口
、
得
名
也
」
と
記
し

て
い
る
の
は
、
『詞
律
』
の
読
に
檬

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

④

た
だ
し

『詞
律
大
成
』

(巻
三
)
で
は
、
「
江
南
依
夢
遠
」

に
作

っ
て
い
る
。
曇
幾
道

の
詞
集

「小
山
詞
」
で
は
、
明

・
臭
訥

唐
宋
名
賢
百
家
詞
本
、
毛
各
宋
六
十
名
家
詞
本
、
彊
村
叢
書
本
い
ず
れ
も

「
江
南
依
薔
遠
」
に
作
る
。
楊
縄
修

『小
山
詞
研
究
』

(黎
明
文
化
事
業
公
司
、

一
九
八
〇
)
に
よ
れ
ぼ
、
「江
南
依
夢
遠
」
に
作
る
の
は

『詞
律
』
の
み
の
よ
う
で
あ
り
、
「江
南
依
奮

遠
」
と
す
る
の
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

⑤

『詞
律
』

(巻
三
)
曼
殊
四
十
三
字
髄

の
後
に
萬
樹
は

「按
此
調
、
因
此
詞
首
二
字
、
故
又
名
關
河
令
、
片
玉
詞
亦
作
關
河
令
」

と
註
し
て
い
る
。

⑥

た
だ
し
周
邦
彦

の

「秋
陰
時
晴
漸
向
瞑
」
詞
に
つ
い
て
、
唐
圭
璋
氏
は

「案

『晴
』
下
原
有

『漸
』
字
、
毛
戻
以
底
本
美
成

長
短
句
校
、
刷
去
」
と
註
し
て

「秋
陰
時
晴
向
瞑
」
の
六
字
句
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
臭
則
虞
校
貼

『清
眞
集
』
(中
華
書
局
、

一
九
八

一
)
で
は

「秋
陰
時
作
漸
向
瞑
」
に
作
り
、
「時
作
、
毛
本
作
時
晴
、
歴
代
詩
鯨
、
詞
葦
皆
作
時
作
、
案
作
字
是
、
(中
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略
)
詞
葦
奪
漸
字
L
と
註
記
さ
れ
て
い
る
。

⑦

『欽
定
詞
譜
』

(巻
四
)
も

「惟
陳
允
平
詞
、
饒
菊
都
荒
了
、
小
異
、
不
可
從
」
と
述

べ
て
い
る
。

⑧

拙
稿

「森
川
竹
硬
の

『欽
定
詞
譜
』
批
判

(下
)
」

(小
樽
商
科
大
學

「人
文
研
究
」
第
八
九
輯
、

一
九
九
五
)
参
照
。

⑨

『歴
代
詩
鯨
』

(巻
八
)
は

「霜
天
曉
角
」
詞
牌
下
に

』

名
月
當
臆
、

一
名
梅
花
令
、
壁
調
四
十
二
字
L
と
記
し
て
い
る
が
、

『欽
定
詞
譜
』
は

「梅
花
令
」
を
別
名
に
採

っ
て
い
な

い
。

⑩

「詞
法
小
論
小
箋

(二
)
」
(小
樽
商
科
大
學

「人
文
研
究
」
第
九
二
輯
、

一
九
九
六
)
所
牧
。

⑪

註
⑧
所
掲
拙
稿
参
照
。
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